
正倉院のなぜ？ ？

イ） ６年間奈良の正倉院展に行っている。

聖武天皇の即位が西暦７２４年で、来年で１３００年になる。

１３００年前の正倉院の素晴らしい宝物を見続けていると、

なぜ？との疑問が湧いて来る。国宝がない！

薬や武器がなんであるの？本当に聖武天皇のゆかり品なの？等

ロ） ７５６年に献納された聖武遺愛品は７５０点である。

しかし、現存はたった１／５の１５０点のみしかない。

厳重な管理だったはずなのに何故だろうか？

それは、日本もやはり世俗社会だったからだ。

歴代の最高権力者を初め、皆が日本最高級の宝物を欲しがったから

と思われる。

ハ） 正倉院の由来は、光明皇太后が聖武天皇を偲ぶ『哀悼説』といわれてい
る。あるいは、聖武天皇本人が仏になりたかった『崇仏心説』もある。

しかし、新説がある。それは、『藤原仲麻呂による陰謀説』である。仲麻呂はどう
やって、血を流さないクーデターで権力を握ったのだろうか。



２０２３年６月３日

横浜歴史研究会 宮下 幻

正倉院のなぜ？

金銀鈿荘唐大刀
＜宮内庁ＨＰより＞
直刀。鞘は木製皮貼黒
漆塗、末金鏤、透し金具
は銀台鍍金、荘玉は色
ガラスと水晶。
陰陽宝剣はもっと荘厳で
あったと想像される。

横浜歴史研究会の会報『歴研よこはま』
８４号（2023/6発刊）の３４ページのエッセイ
『色葉匂へど』その８をお読みください。
訂正：35ﾍﾟｰｼﾞ1段目、正：764年←誤：757年



正倉院のなぜ？？

Ａ. あれ、国宝がない！国宝レベル
Ｂ. 九千点もあるわりに宝物（美術・財宝類）が
意外と少ない！ 中身は何か？

Ｃ．貴金属（金銀）・宝石が少ない！

Ｄ．薬や武器がなんであるの？

Ｅ．本当に聖武天皇のゆかり品なの？

７５０点→１５０点はなぜ？
Ｆ．サインがなぜ藤原仲麻呂なの？

⇒調べてみると・・・



日本は温故知新の国

・大陸文化は『対立・略奪・皆殺し・入替』

文化（気質）と言える。

・日本文化（気質）は『温故知新・文化保存』
＜一例：正倉院＞・・・当エッセイその３で記述＜会報80号2020年＞

地球環境保護・世界遺産保護や世界平和の為には、
温故知新の融和的な精神が必要だと思う。
多様性尊重とも言う。＜私見＞

訂正： 日本も世俗社会の面があった！
盗難・権力者横暴



保存できた理由

＜朝廷勅封と東大寺の努力＞

①校倉造りによる湿気管理。

②避雷針や消火対策。

③定期的な防災訓練。

④櫃（ひつ）という、足付の木箱による防虫・防湿

⑤『勅封』：鍵・封印付の厳重管理。

⑥財産目録（判子だらけで改ざん防止）での管理

⑦年1回の棚卸チェックと陰干し。
⑧定期的な修復・劣化対策、 などなど
そして、今進められているのは、修繕と

現代最高技術でのレプリカ（模造）作成である。



献物の目的：『哀悼説』
①『国家珍宝帳』＝『東大寺献物帳』

東大寺献物帳の先頭部分。光明皇太后が願文を作成。『捨』とある。『勅』はなし。



追悼・
哀惜説

愛する聖武
天皇の遺品
を中心に、
光明皇后が
寄贈したも
の。

読み下し文： 東大寺献物帳の先頭
の願文。光明皇太后が願文を作成。
『捨』とある。
＜第72回正倉院展より、内藤栄＞



聖武
天皇
と

光明
皇后

叔母と甥、

共に不比等
邸で育つ。
同年生まれ

天皇家と藤原氏の関係系図
＜『新日本史改訂版』より＞
山川出版社



『崇仏心説』 聖武遺志：仏になりたい

生前の出家名：『沙彌勝満』（しゃみしょうまん）
死後に一切の宝物を捨て、盧舎那仏に

寄贈する。如来になりたかった。

・盧舎那仏とは： 華厳経における、

絶対的中心仏。光・太陽の意味。

（真言宗における大日如来に相当）

別の新説『仲麻呂陰謀説』

・・・・・後述します



蘭奢待

・天下一の名香
・156cmの香木
・３８か所の
切取跡

・東大寺献物帳
には未掲載⇒
聖武天皇ゆかり
では無かった！

明治天皇の切り取り

らん じゃ たい

＜宮内庁ＨＰより＞



Ｄ₁．武器・宝剣はどこに？
①『東大寺献物帳』＝『国家珍宝帳』：

・太刀

・弓 ・箭（矢）

・甲（よろい：鎧）

各１００点（計400点）。
含む宝剣５口、矢約５千本

金銀鈿荘唐大刀
＜宮内庁ＨＰより＞
陰陽宝剣はもっと荘厳で
あったと想像される。

壬申の乱の武人復原
（奈良文化財研究所所蔵）
正倉院の残欠を参考に復元！

箭
（や）

甲：鎧
よろい

⇒恵美押勝の乱で出庫使用消失。
現存は、宝刀３口、挂甲残欠のみ



Ｄ₂．なぜ薬や武器があるの？
②『種々薬帳』での献納品

巻末サイン

薬60種。サインはやはり仲麻呂など

宮内庁ＨＰより



②『種々薬帳』

『正倉院美術館』より

６０種の薬。
施薬院・悲
田院用か。
輸入品。
疫病禍での
必需品。
出庫多い。
残量少ない。
現在も薬効
あり。

『大黄』：
消炎性下剤
200kg⇒残１割

『五色龍歯』：
象の歯5Kg弱



Ａ. 国宝が少ない！
世界遺産登録外？

世界遺産「古都奈良の文化財」8つの資産
＜奈良市HPより＞

・国宝指定は、1997年正倉
院建物のみ。目的は世界
遺産登録のため。

・中の正倉院宝物は、現在、
皇室所有で国宝＆文化財
の指定しなかった。

・管理は宮内庁。宝物は別の倉庫へ。
・世界遺産登録。1998年奈良は８資産。
結局、正倉院正倉は対象外！
・奈良市ＨＰ世界遺産ガイドから
正倉院（正倉）は抜けている。
・法隆寺は先に別途登録済（1993年）

東大寺 正倉院正倉



災難と開封の歴史

＜読売新聞ＨＰより＞

・嵯峨天皇が買い叩き

・香木切り取り

・義教が碁石持ち出し

・開封時に破損

・盗難は記録３回：
1039，1230，1610年

幸い、火災・戦乱は免
れた。



『碁石（棋子）・碁盤』
義教が3個
持ち出す

『正倉院美術館』より

線は象牙を象嵌した

★
配
布
資
料
以
外



明
治
時
代
の
流
出
事
件

流失
発覚
1917
年

『正倉院の謎』より

調査・修
理で持ち
出され、
博士の
死後に遺
族が売
却。
百余点！

★
配
布
資
料
以
外



Ｄ₂．なぜ武器があるの？
宝物の数の増減が大き過ぎる？

棚卸状況：武器武具の数量変移
＜『正倉院の謎』 より＞

・実践武器を押えたかった。各100ｾｯﾄ
・変動が激しい。例えば、太刀をみる
と、当初１００口（含む陰陽宝剣２口）
・仲麻呂が宝剣５口持ち出し、
３口返納。陰陽剣は戻らず喪失？

・恵美押勝の乱で武器武具使用。
・棚卸の度に在庫数変動。理由不明
・明治以降も変動。62→56→49→55
・現在在庫は５５口
・一番の宝剣は、陰陽宝剣２口だった
＜ところが、2010年に＞
・東大寺大仏殿盧舎那仏須弥壇の
大刀2口のX線撮影で「陽劔」「陰劔」の
象嵌銘が発見。

大
仏
開
眼

大
仏
開
眼



宝物の数の増減
が大き過ぎる？

・例えば、太刀をみると、
当初１００口（含む陰陽宝剣２口）
・仲麻呂が宝剣５口持ち出し、
３口返納。陰陽剣は戻らず喪失？

・恵美押勝の乱で武器武具使用。
・棚卸の度に在庫数変動。理由不明
・明治以降も変動し
・現在在庫は５５口
・1907年東大寺大仏殿盧舎那仏須弥
壇から大刀6口など発見され国宝指
定。2010年大刀2口のX線撮影で「陽
劔」「陰劔」の象嵌銘が発見され、国
家珍宝帳と確認された。

陽
劔

陰
劔

元興寺文化財研究所保存科学センター

・武器武具は実戦用。各100ｾｯﾄ
・一番の宝物は、陰陽宝剣２口
だった＜剣璽として＞
⇒行方不明
＜ところが、2010年に＞
東大寺大仏殿盧舎那仏須弥壇の
大刀2口＜明治末期出土＞のX線
撮影で「陰劔」「陽劔」象嵌銘を確認。

鉄製で長さは１メートル弱。さやは
木製の漆塗りで金銀の金具で装飾
土の中で、錆びてボロボロ

Ｄ₂．なぜ武器が
あるの？



Ｅ．本当に聖武遺愛品なの？
献納品（遺愛品）：約750→現存150点
①『東大寺献物帳』＝『国家珍宝帳』：約６百数十点・・・記入順
・袈裟類：９領
・厨子： １口。含む、御書４巻、結納品１箱、

愛玩品１箱（王義之書法２０巻、撥鏤尺（ばちる）.、牙尺、笛、刀子、念珠など）

・楽器類：１７点。 ・碁局：１具（含む碁石）、双六局１具
・武器類：太刀・弓・箭（矢）・甲（鎧）各１００点（計400点）。

含む宝剣５振、矢数千本 ⇒恵美押勝の乱で出庫使用。
・鏡：２０面。⇒一部盗難 ・屏風：１００畳 ⇒大幅散逸
・枕：１。御軾(ﾋｼﾞﾂｷ)３枚。 ・床（ベッド）：２張
②『種々薬帳』：６０種の薬（輸入品）⇒残量大幅減・空袋

③『屏風花氈等帳』：屏風２４扇、花氈６０床、履物、
鎮子石１０、銀製品２ 等 ⇒嵯峨天皇が買い叩き不明

④『大小王真跡帳』：１巻 ⇒嵯峨天皇が①も含め買い叩き不明
（⑤『藤原公真跡屏風帳』：遺愛品ではない）

☆補足：『帳』とは、目録のこと（巻物）



Ｂ．九千点もあるのに宝物が意外と少ない！
Ｃ．貴金属・宝石も少ない！
Ｅ．本当に聖武遺愛品なの？
・後から追加された物・資料が多かった。
ほとんどは東大寺の行事と仏具・経典・書物類。
特に、頼朝と徳川家による再建＆大仏開眼行事時に入庫。
・歴代の権力者が開封・閲覧。その際、持ち出された？
・後の時代に持ちだされたことを示す除物の付箋が7点ある。
（封箱、犀角蕆、陽宝劔、陰宝劔、横刀、黒作懸佩刀、挂甲）
・明治維新後に政府管理されたが、
調査・修理で持ち出したものが大量流出？
・もともと、貴金属・宝石類は少なかった。宝冠は壊れ残欠に。
・献納品には薬類、武器武具、宮廷調度品（絨毯・屏風）等
を含み、出庫されている。



７５６年頃の立て続けの献納

７５６年の献納は、なぜか立て続けに行われた。
しかも、天皇印がベタベタ489個。直筆サインが仲麻呂等。
聖武七七忌は、何故か興福寺で実施（東大寺ではない）。
①『東大寺献物帳』＝『国家珍宝帳』6/21
聖武遺品。含む、陰陽宝剣、武器武具
②『種々薬帳』（しゅじゅやく）6/21
③『屏風花氈等帳』（びょうぶかせん）7/26。残15品
④『大小王真跡帳』：王義之親子の真跡。758年6/1
⑤『藤原公真跡屏風帳』：不比等の真跡書。758年10/1

⑥『法隆寺献物帳』756年7/8、（国宝）
東大寺以下法隆寺など18ヵ寺に献納された。

☆補足：『帳』とは、目録のこと（巻物）



Ｆ．サインがなぜ
仲麻呂なのか？
①『東大寺献物帳』

①東大寺献物帳の巻末のサイン＜宮内庁ＨＰより＞

藤原仲麻呂（ふじわらのなかまろ）、藤原永手（ながて）、巨萬福信（こまのふくしん）、
賀茂角足（かものつのたり）、葛木戸主（かずらぎのへぬし）。天皇御璽が押印。

・天皇御璽を全面押印
・勅書なのに従二位まで
・紫微中台 (皇太后の担当部署)
の役人（武官）



Ｄ₂．なぜ薬や武器があるの？
②『種々薬帳』での献納品

宮内庁ＨＰより

薬60種。サインはやはり仲麻呂など①と同一。

巻末サイン

★
前
出
と
同
一
画
面



③『屏風花氈等帳』

宮内庁ＨＰより

巻末サイン

宮廷を飾る荘厳具。サインはやはり仲麻呂などに、巨勢関麻呂（堺麻呂）

びょうぶ かせん とうちょう



④『大小王真跡帳』

巻末サイン

王義之親子の書。サインの『朝臣』は仲麻呂。『勅』は勅書

宮内庁ＨＰより



⑤『藤原公真跡屏風帳』

巻末サイン

宮内庁ＨＰより

不比等の書。
サインの『朝臣』は恵美押勝
（＝仲麻呂）と巨勢関麻呂（堺麻呂）



⑥『法隆寺献物帳』

756年立て続けに、東大寺以下法隆寺など１８ヵ寺に献物した。
＜法隆寺より：国宝＞

巻末サイン

なぜか法隆寺他にも。サインは『東大寺献物帳』と同様（仲麻呂ら）



紫微中台とは： 皇太后政治

・『紫微中台』（しびちゅうだい）は、一時的な組織。
749年に設置された令外官。皇太后の家政機関という体裁をとっていたが、実態
は光明皇太后の信任を得た藤原仲麻呂指揮下の政治・軍事機関だった。後に
坤宮官（こんぐうかん）に改称。長官は紫微令（しびれい）、後に紫微内相（しびな
いしょう）。名は唐の玄宗皇帝の時代に中書省を改称した紫微省と、

則天武后の執政時代に尚書省を改称した中台に由来する。

『紫微』 とは、紫微垣 (しびえん)の略。中国古代の天文学で、天を三垣 (えん) 二
八宿に分けた、その一。 北極星（紫微星）を中心とした、

小熊座・大熊座・竜座・カシオペヤ座など

の星座群にあたり、天帝の住む場所と

された。転じて、天子・天位・宮廷を示す。紫微宮。

『台星』（たいせい）は、紫微星(しびせい)
の近くにある上台・中台・下台の三星。

天子を象徴する紫微宮を守る

＜光明皇太后（光明子）＞

＜唐の則天武后＞
紫微省と中台で政治。＜Wikipediaより＞

＜Wikipediaより＞



三種の神器と
権威

・鈴璽・剣璽とは：駅鈴と天
皇御璽と宝剣のこと。
国家の大権の象徴。
・駅鈴：えきれい

律令制で、官命によって下
付した鈴。駅馬の供与を
受ける資格を証明した

隠岐国駅鈴（複製）
国立歴史民俗博物館展示。

646年（大化2年）1月1
日、孝徳天皇によって
発せられた改新の詔
による、駅馬・伝馬の
制度の設置に伴って造
られた

剣璽用の
宝剣２振：
陽劔、陰劔

奈良時代
の

行政権威

天皇御璽（写真は現在。印影は奈良時代）



仲麻呂陰謀説： 藤原恵美押勝



仲麻呂陰謀説： 権力掌握策

聖武天皇七七忌にかこつけた、権力掌握陰謀。
孝謙・橘諸兄との権力闘争。
・一番の狙いは、『天皇御璽』（印）の借用＆奪取
名目は、聖武・光明の意思として献納帳に押印。
返却を延期するために、献納事業を立て続ける。
その間に天皇御璽で『紫微中台』体制を確立
・戦闘用に朝廷の武器武具を掌握する
・陰陽宝剣の掌握： 朝議開催権＜剣・璽＞
・朝廷荘厳具の掌握： 朝議開催用＜屏風・花氈＞
・貴重薬の独占掌握： 疫病禍の人心掌握
・気付かれないために、興福寺で内輪で七七忌実施



偽の御璽印

⑦『東大寺封戸処分勅書』

巻末 ．

何故か、偽の天皇御璽印が押された勅
書を発行（760年7/23）。
サインは恵美朝臣（仲麻呂）。
本物は8.7cm、偽物は9.8cm
光明崩御で仲麻呂が急造したか！？
『勅』があり『勅書』（天皇命令）の形式。

本物の御璽印

偽物の
御璽印

とうだいじ ふこ しょぶん ちょくしょ



その後の仲麻呂： 栄枯盛衰

・『紫微中台』体制の確立： 孝謙天皇は権力外

・橘奈良麻呂の変：757年。
・淳仁天皇即位758年〈天平5年〉- 764年：孝謙天皇退位

・藤原恵美押勝（ふじわらえみのおしかつ）改名758年
・太政大臣に昇格：760年
・光明崩御：760年6/7。権力闘争再開。偽御璽印
・恵美押勝の乱： 764年。御璽・駅鈴の奪い合い
・道鏡を重用し、称徳天皇（重践祚）即位764年
・称徳崩御： 770年。光仁・桓武朝へ。天武朝終焉
・藤原北家の繁栄： 永手・真楯兄弟―内麻呂―冬嗣・・・道長

★
配
布
資
料
以
外



まとめ：正倉院のなぜ？
◆1300年保存は勅封と東大寺の努力のお蔭。
やはり権力者の横暴と盗難略奪災難はあった＜世俗社会＞
Ａ. 国宝がない ⇒建物のみ。宝物は皇室のもの。実質国宝級
Ｂ. 九千点の中身 ⇒後からの追納。書物など情報の宝庫
Ｃ．貴金属・宝石 ⇒元々が少なかった
Ｄ．薬や武器 ⇒仲麻呂の陰謀
Ｅ．聖武天皇のゆかり品（７５０点→１５０点）
⇒武器400点、屏風花氈など嵯峨天皇出庫 ほか

Ｆ．サインがなぜ藤原仲麻呂なの？
⇒仲麻呂の権力掌握陰謀。武器・剣璽などの確保

◆日本社会は権威に従う。鈴璽・剣璽の奪い合い。
◆栄枯盛衰と、藤原千年朝廷＆天智朝への推移
◆正倉院は奇跡だった。聖武・光明・仲麻呂に感謝！
★類推できたのは正倉院で物・書物・記録が一式揃ってたから
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正倉院のなぜ？

ご清聴 ありがとうございました
横浜歴史研究会 宮下 幻 hch01244@nifty.com

鏡を入れる箱。
貝殻・甲羅の
螺鈿が美

しい。


